
１．日 時 ： 平成23年10月18日（火） 14：00 ～ 17：00

２．主 催 ： (財)運輸政策研究機構、(財)九州運輸振興センター

３．後 援 ： 国土交通省 九州運輸局

４．会 場 ： ソラリア西鉄ホテル 8階「花」の間

福岡市中央区天神2－2－43 ソラリアプラザビル

５．スケジュール

◎ 開 会

    14：00 来賓挨拶 九州運輸局 局長     玉木 良知 様

◎ 発 表

14：05 第1部

テーマ ｢アジア圏国際物流の高度化と政策対応」（発表概要は下記参照）

講 師 運輸政策研究所長      杉山 武彦 氏

15：05 休 憩

15：20 第2部

テーマ ｢外国人観光客の動向と国際観光ルートの形成」

(発表概要は下記参照)

講 師 運輸政策研究所 招聘研究員    毛塚  宏 氏

長崎県立大学経済学部地域政策学科講師

(前 運輸政策研究所研究員） 奥山 忠裕 氏

コメンテータ  (財)福岡アジア都市研究所研究主査 新井 直樹 氏

16：50 閉会挨拶  (財)九州運輸振興センター 会長  田中 浩二

◎ 閉 会

16：55

（＊17：00 ～ 18：30  8 階「月」の間において懇談会）

【参考:発表概要－第 1部】

経済のグローバル化と新興国の経済成長により、アジアにおける広域物流は今後も着実に増大す

ることが見込まれている。一方、今回の大震災を経て強く意識されることとなったサプライチェー

ン管理の改善・強化の問題を背景に、我が国製造業の海外への分散志向も一層強まりつつある。こ

こでは、アジアの活力を取り込むことを通じて日本企業の活動が日本の経済成長に結びつくために、

物流に何が求められるか、また、そのための政策課題はどのようなものかについて検討する。

【参考:発表概要－第 2部】

外国人観光客の来訪の促進のための官民による取組みの検討に役立つ端緒とするため、運輸政策

研究所において、「東アジアからの訪日促進の魅力増進方策」という共通の課題設定の下、①外国人

観光旅客の海外旅行動向、②訪日外客の観光行動、③交通ニーズ、④国際観光ルートの形成という

４つの個別課題に関する検討を共同研究として行った。その成果の中から、①東アジアの海外観光

旅行需要の動向、②訪日外客の訪日動機・印象と再訪日との関係、③訪日外客を地方へ誘客する国

際観光ルートの形成について発表する。
































